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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
平成23年２月８日に提出した第63期第３四半期（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）四半期報告書の記載

事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであ

ります。
　

２【訂正事項】
第一部　 企業情報

第３　 設備の状況

     （２）設備の新設、除却等の計画

　

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線で示しております。
　
　第一部  【企業情報】

    第３  【設備の状況】

      （２）設備の新設、除却等の計画
　
（訂正前）

当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について日程に一部変更

があるものの重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。

　
（訂正後）

当第３四半期会計期間においては、前事業年度末に計画していた重要な設備の新設および重要な改修について、市場

環境や業界動向等を考慮し一部計画を変更致しました。
　
重要な設備の新設(変更前）

事業所名
（所在地）

事業部門 設備の内容
投資予定金額

資金調達方法
着手及び完了予定

完成後の増
加能力

総額
（千円）

既支払額
（千円）

着手 完了

 富山事業所

（富山県富山市）
電子機能材事業 メッキ設備 190,000 －

自己資金及び

借入金

平成22年

4月

平成22年

9月
－

 京都事業所

（京都市南区）
電気機能線材事業 伸線設備 50,000 －

自己資金及び

借入金

平成22年

4月

平成22年

12月
－

　
重要な設備の新設(変更後）

事業所名
（所在地）

事業部門 設備の内容
投資予定金額

資金調達方法
着手及び完了予定

完成後の
増加能力

総額
（千円）

既支払額
（千円）

着手 完了

 富山事業所

（富山県富山市）
電子機能材事業 メッキ設備 76,00067,358自己資金

平成22年

4月

平成23年

3月
－

 京都事業所

（京都市南区）
電気機能線材事業 伸線設備 25,00020,285自己資金

平成22年

4月

平成23年

3月
－

　
　重要な改修（変更前）

事業所名 事業部門 設備の内容
投資予定金額

資金調達方法
着手及び完了予定

完成後の増
加能力

総額
（千円）

既支払額
（千円）

着手 完了

 富山事業所

（富山県富山市）
電子機能材事業 建物 40,000 － 自己資金

平成22年

4月

平成22年

12月
－

　
重要な改修（変更後）

事業所名 事業部門 設備の内容
投資予定金額

資金調達方法
着手及び完了予定

完成後の
増加能力

総額
（千円）

既支払額
（千円）

着手 完了

 富山事業所

（富山県富山市）
電子機能材事業 建物 14,00013,385自己資金

平成22年

4月

平成23年

3月
－

 

EDINET提出書類

ＦＣＭ株式会社(E02115)

訂正四半期報告書

2/2


	表紙
	本文
	１四半期報告書の訂正報告書の提出理由
	２訂正事項
	３訂正箇所
	第一部企業情報
	第３設備の状況



